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１．研修の概要 

 

（１）目 的 

自主防災活動の指導的立場にある者を対象として、防災に関する知識、技能等を習得し、

地域の防災意識向上や自主防災活動の活性化を図る。 

 

（２）主催・後援 

主催：島根県、一般財団法人日本防火・防災協会 

  後援：総務省消防庁 

 

（３）日時・会場 

  日時：１０月５日（土）  ９時３０分から１７時００分 

     １０月６日（日） １０時００分から１６時３０分 

  場所：島根県立男女共同参画センター あすてらす（大田市大田町大田イ236-4） 

 

（４）研修内容 

２．研修日程のとおり 

 

（５）研修参加者 ２４名（２日間参加した者の数） 

３．参加者名簿のとおり 

・自主防災組織構成員 

・自治会関係者 他 
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２．研修日程 

 

令和６年１０月５日（土） 【１日目】 

 

令和６年１０月６日（日） 【２日目】 

 

時  間 項  目 講  師 

09:00 ～09:30 30 分 受付 

09:30 ～09:40 10 分 主催者あいさつ 島根県防災部防災危機管理課 

9：40 ～10：10 30 分 [講義]文献から見る災害史 

島根県教育庁文化財課世界遺産室 

石見銀山世界遺産センター駐在 

倉恒 康一 専門研究員 

10:20 ～11:50 90 分 

[講義]「洪水・土砂災害は起

こりうることが、起こりうる

場所で」 

静岡大学防災総合センター 

牛山 素行 教授 

11:50 ～12:50 60 分 昼休憩 

12：50 ～14:20 90 分 

[講義][ワークショップ] 

「男女共同参画の視点で考

える地域の防災・減災」 

特定非営利活動法人 

ＮＰＯ政策研究所 

相川 康子 専務理事 

14：30 ～15：00 30 分 [講義]事例発表 
川合町自主防災会協議会 

松井 功 会長 

15：10 ～16：10 60 分 
[講義]防災気象情報の利活

用について 

松江地方気象台 

久家 好夫 次長 

16：20 ～16：50 30 分 [講義]原子力防災について 島根県防災部原子力安全対策課 

16：50 ～17:00 10 分 事務連絡 島根県防災部防災危機管理課 

時  間 項  目 講  師 

09:30 ～10：00 30 分 受付 

10:00 ～10:10 10 分 事務連絡 島根県防災部防災危機管理課 

10：10 ～11:40 90 分 

 

[講義] 

「地域防災の考え方、すすめ方」 

 

山口大学大学院 

瀧本 浩一 准教授 

11:40 ～15:50 250 分 

 

[演習] 

まちあるき・災害図上訓練 

（昼食休憩含む） 

 

山口大学大学院 

瀧本 浩一 准教授 

減災研究会 

岩本 憲治 様 

16:00 ～16:30 30 分 閉講式 島根県防災部防災危機管理課 
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４．研修の実施状況 

（１）講義 

「文献から見る災害史 

-特に地震被害に注目して-」 

島根県教育庁文化財課     

専門研究員 倉恒 康一 様 

【講義内容】 

島根県内で発生した、有史以来最大の地震

である「浜田地震」の被害を中心として過去

の災害を、現存する文献資料をもとに講義い

ただいた。 

島根県でも地震が発生した事実や被害状

況を知ることで、地震と無縁ではないことと

災害に対する心構えを学んだ。 

（２）講義 

「洪水・土砂災害は起こりうることが、 

起こりうる場所で」 

静岡大学 防災総合センター  

教授 牛山 素行 様 

【講義内容】 

増水した河川等の危険性について解説さ

れ、避難が必ずしも正しいとは限らないと説

明を受けた。 

地域の素因と誘因により災害が発生する

ことから、災害が起こりうる場所を把握する

方法等について助言を受けた。

（３）講義・ワークショップ 

「男女共同参画の視点で考える 

地域の防災・減災」 

特定非営利活動法人 ＮＰＯ政策研究所  

専務理事 相川 康子 様 

【講義内容】 

日常時と災害時の境目をなくし、女性を含

むすべての人が参画する地域防災について

説明を受けた。 

ワークショップでは、グループごとに各自

知恵を出し合うことで、多様な人が参画しそ

れぞれの得意分野を活かしながら防災につ

なげる体験を行った。 

（４）事例発表 

「自主防災組織の活動等について」 

川合町自主防災会協議会  

会長 松井 功 様 

【講義内容】 

無関心から関心へ、防災に関心をもっても

らうことをテーマに、事例発表が行われた。 

実際に自主防災組織として活動している

方からの活動事例の発表により、自主防災組

織として発足したばかりの方をはじめ、今後

の活動や資機材の備えの参考として学びを

得た。 

 

（５）講義 

「防災気象情報の利活用について」 

松江地方気象台     

次長 久家 好夫 様 

【講義内容】 

気象庁が発表する防災気象情報の役割や

経年変化を含めた近年の自然災害の状況に

ついて解説された。 

防災気象情報の入手方法とその利活用に

ついて紹介され、避難判断のタイミングなど

への気づきにつながった。 

（６）講義 

「島根県の原子力防災について」 

島根県防災部原子力安全対策課  

板持 主任主事 

【講義内容】 

放射線について、基礎知識から解説を受け

ることで正しい知識を得た。 

放射線を測定する機械（サーベイメータ）

による実演を行い、放射性物質は身近にある

こと、遮蔽物により放射線量を減少できるこ

とを体感しながら説明を受けた。 
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（７）講義 「地域防災の考え方、すすめ方」    

（８）演習 「まちあるき・災害図上訓練（ＤＩＧ）」 

山口大学大学院 瀧本 浩一 様 / 減災研究会 岩本 憲治 様 

【講義内容】 

自主防災組織の役割を中心に、地域で行う防災活動について、解説や事例紹介が行われた。 

専門用語を日常的な言葉に置き換えることで防災活動を身近に感じ、また、地域への防災知識

の普及の工夫についても学んだ。 

午後には、会場周辺の白地図をグループごとに囲み、ハザードマップの落とし込みやまちある

きを行って気付いた危険箇所などを見える化させる災害図上訓練を行った。 

火災等が起きたことを想定して、その場所でどのような行動をとるかなどを、地域の特性を加

味して考え、各自意見を出しあった。 

 

＜研修の様子＞ 

  

【ワークショップ】 

【講義】 
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【まちあるき・災害図上訓練】 

【実演】 
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５．アンケート集計結果 （回答者24名/受講者24名）

【１０月５日（土）】

講義「文献から見る災害史」 島根県教育庁文化財課　倉恒　康一　様

講義「洪水・土砂災害は起こりうることが、起こりうる場所で」
静岡大学　防災総合センター　教授　牛山　素行　様

講義・ワークショップ「男女共同参画の視点で考える地域の防災・減災」
特定非営利活動法人　NPO政策研究所　専務理事　相川　康子　様

事例発表「自主防災組織の活動等について」 川合町自主防災会協議会　会長　松井　功　様

・資料の量が多く驚いたが、わかりやすかった。

・過去に起きた地震で被害が多かったこと、浜田で起きていたことを知り、今後の対

応に対いてまだまだ対策を考えなくては、と感じた。

・文献による体験談。現在とは違いがあっても状況がわかるものとしておもしろい。

・島根県の歴史（地震）について、まったく知識がなかったので、知ることができて

良かった。南海トラフの場所から離れているので安心していたが、そうではないと感

じた。

・文献を時系列に、丁寧に説明され理解しやすかった。山陰は地震の少ない印象だっ

たが実際に起こった事実を実感できた。

・歴史を知ることの大切さを知った。南海トラフ地震についても、深く理解できた。

１５０年前の浜田地震の教訓を具現化した方がよいのかも。

・山は崩れるもの、川はあふれるものとして、忘れてはならないと学んだ。

・土砂災害が地形の関係で起きる場所がわかる気がした。今後の参考にし、対策を練る

しかない。

・ハザードマップはピンポイントの「点」ではなく、周辺を含めて「面」で見ること。

今後、災害計画を作るのに参考になった。

・水には入らない、近寄らない。情報を元に判断して行くことの必要性を感じた。避難

することが必ず良いとは限らないと理解できた。

・初めは理解しづらかったが、中ほどになると先生の言われることが納得できるように

なっていく。自分の地域の姿（地形）から、より現実的な災害行動を考えられるように

感じた。

・それぞれの立場の方とのコミュニケーションが大切だと思った。

・民生委員や消防団員等の力だけでは地域の防災、減災に限りがあることを知り、女性

や子供に対する支援対応について考えるようにしたい。

・多様な人を活かす視点に気づかされた。

・地域の防災訓練等を活用し、老若男女で共同参画できることを計画したいと思った。

・自主防災という言葉で敬遠される方が多いため、いかにして中に入ってもらうか苦労

していた。

・食事づくりなどが女性であることに疑問をもっていた。今後、少なくとも今日集まっ

た参加者の方とは、このことについて協議していくことができると思った。

・災害時に男女共同の考えはできないので、普段からの活動が必要だと思った。

・町をあげての防災活動に感心した。他の地域の防災センターの視察に行って勉強して

いることに感動した。

・若い世代、子どもたちを取り込んで、何回も続く取り組みをされていた。自分たちの

自治会でも続けて取り組める仕組みを作りたい。

・地域全体で取り組んでいることに感心した。最後のメッセージなど、良い表現が多く

心に残った。

・多種の学習活動が多く意識づけができそう。防犯教室の地域防犯安全マップ作りな

ど、自分の地域でも一度やってみたいと思った。

・今後の活動で参考になる点が多かった。

・今年から組織を作り始めたので、今後の活動に大いに参考となった。

0 0

3

16

5

30歳代以下 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

＜年齢別 参加者数＞

8

11

0

1

0

4

＜所属別人数＞

6

15

3

持っている 持っていない 無回答

＜防災士資格＞

37.5%

50.0%

12.5%

0.0% とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

54.2%
41.7%

0.0% 4.2% とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

37.5%

50.0%

12.5%

0%

3.1%

54.2%

41.7%

0%

0%

4.2%

33.3%

45.8%

12.5%

8.3% とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答
0%

8.3%

33.3%

45.8%

12.5%

58.3%
33.3%

8.3% とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

58.3%

33.3%

8.3%

0%

0%
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講義「防災気象情報の利活用について」

松江地方気象台　次長　久家　好夫　様

講義「島根県の原子力防災について」 島根県防災部原子力安全対策課　板持　主任主事

【１０月６日（日）】

講義「地域防災の考え方、すすめ方」　 山口大学大学院　准教授　瀧本　浩一　様　／　減災研究会　岩本　様

演習「まちあるき・災害図上訓練」　 山口大学大学院　准教授　瀧本　浩一　様　／　減災研究会　岩本　様

【研修全般に対する意見・感想】

・「自らの命は自らが守る」という意識を持つことで、主体的に避難行動をとれるよ

う、防災気象情報を適切に読み解いて、自分で避難判断できるよう努めたいと思いま

す。

・キキクルの利用と警戒レベル４までに避難完了をさせることで安全なうちに避難がで

きると思った。

・温暖化の危険性や、警戒レベルの理解を深めることの必要性を感じた。

・キキクルなど、災害予防の情報を早めに確認することで、自分なりの対応を行うこと

をしたい。

・今までテレビやスマホの天気予報を参考にする程度だったが、近年の自然災害の内容

や情報の利活用当を講義してもらい参考になった。キキクル等を今後活用していきた

い。

・地域防災の考えや行動が具体的でわかりやすかった。もっと具体例を知りたいと思っ

た。

・難しい言葉を日常的な言葉に置き換えた説明で理解度がマシ、防災が身近なものに感

じられた。災害が起きる前の予防が最重要であることを実感できた。

・組織活動の問題点、対応方法をわかりやすく説明された。

・「やりすぎ危険」ということを頭において取り組みたい。

・早速、次の地域の行事で防災グッズをプレゼントしようと考えた。

・防災、減災についての考え方を理解し、会合等で話をしていこうと思った。

・公助、共助、自助のそれぞれの役割がわかり、自主防災組織の認識が変わった。

・減災組織ではないので、予防していくことに力を入れたい。

・広範囲かつポイントをついた講義内容で、理解を深めることができた。

・すぐに役立つ内容もあり、地元に戻ったら関係者と話し合おうと思う。

・女性で考える防災、減災、避難所のあり方などを会合等において話をしていきたい。

・グループワークが多いと良い。自分の意見や他人の意見を取り入れたい。

・細く長く続けられるように焦らず進めようと思った。

・能登の災害があったり、防災省の設立の話が出たりする中で、今回の防災の研修は大

切だと思った。

・研修修了者向けの更新的研修があると良い。

・実際に見たり歩いたりすることで、危険となるポイントがわかった。

・地元ではない地域でやってみて、地形や川の状況などの地域差を感じられた。

・複数名でやることで、多くの事実が見えてきた。

・最後の災害（火災など）が起きた時の救助方法まで考えたことがなかった。備えに結

び付けるために今後この想定を加えたいと思った。

・今後のＤＩＧ計画の役に立った。地区の防災マップを作成したいと思う。

・地元でもまち歩きをやってみたい。

・初めての体験だったので、重ねて実践していきたい。

20.8%

62.5%

16.7%

0.0% とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

20.8%

62.5%

16.7%

0%

79.2%

16.7%

4.2%
とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

79.2%

16.7%

0%

0%

4.2%

50.0%

33.3%

8.3%

8.3% とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

50.0%

33.3%

8.3%

83.3%

16.7%

0.0%
大変役に立った

やや役に立った

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

83.3%

16.7%

0%

20.8%

58.3%

12.5%

8.3%

0.0% とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

0%

8.3%

0%

0%

20.8%

58.3%

12.5%

8.3%

0%

0%

・目に見えないものだからこそ、正しい知識が必要だと思った。

・島根原発の再稼働予定の中で、住所から離れていて他所事のイメージだったが、基本

的なことを学び、少し身近に感じ、今後関心を持つきっかけとなった。

・めったに聞けない話だった。

・もう少し詳しく知りたい。

・避難の方法や今までどうだったのかを具体的に知りたいと思った。

・放射線物質の検査器具が見られてよかった。

・大田市などの地域で避難を受け入れることは知らなかった。自主防災組織で受け入れ

等の対応ができるか疑問がある。

・行政から避難等について協力依頼があった場合はできる範囲で協力はしたい。

・今まで身近に捉えていなかったが、避難者が来ることを知って身近なものとなった。
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６．研修資料
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明日0 3 時

明日1 5 時

今日1 5 時

松江市

本日 明日

5011 05 0

○○市 町 村

例えば、 台風に関する情報が出たら、 どう し ますか？

50

明日0 9 時

猛烈な

9 1 5 h Pa

6 0 m /s

7 5 m /s

今日15時

課題1   災害対応、 避難の検討

台風が来襲する場合、 ①～③を踏まえ、 優先順に対応を検討し 、 列挙し まし ょ う 。  

①自主防災組織による活動は？ 

②地域の要配慮者に対し ての対応はどう ですか？ 

　 例） 事前の声かけや事前の避難等 

③その他の住民に対しては？

まと め  こ れから の備え、 活動

以上から まと めて 
こ の地域の地震や風水害・ 土砂災害に対する 

◎今後必要と なる活動・ 訓練と 備えは？ 

　 　  
◎すぐ には無理だが将来時間をかけて 
　 取り 組むべき 活動は？

防災まち歩き と マッ プづく り

山口大学大学院 創成科学研究科 
総務省消防庁 消防大学校 瀧 本  浩 一

どこ が？ 
どこ で？

いつ 
いつまで？

机上で検討 現場で検証

図上訓練 

マッ プづく り

まち歩き  

パト ロ ール

図上訓練 訓 練

まち あるき に向けて 

・ 対象と する 災害は？　 地震または水害、 土砂災害？ 

・ まち歩き する範囲と 経路を 決めまし ょ う 。  

・ まち歩き する範囲、 経路上に 
　 どのよう な危険箇所が予想さ れますか？ 
　 どのよう な防災資源（ 避難所、 災害時に有効な所） が 
　 あり そう ですか？

災害・ 防災に関する どこ がの現場検証 
　 地域の危険箇所、 防災資源を 現場で把握する 　 　 　 　 　 　 　  
　 ⇒防災まち歩き 、 パト ロール実施の意義

不適格ブロ ッ ク 塀

外壁の落下
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災害・ 防災に関する どこ がの現場検証 
　 地域の危険箇所、 防災資源を 現場で把握する 　 　 　 　 　 　 　  
　 ⇒防災まち歩き 、 パト ロール実施の意義

危険は潜んでいる→多く の目で暴く こ と ができ るか？

まち歩き を する 

◎役割を 決める 
　 ・ リ ーダー： 引率、 経路確認 
　 ・ 記録係： 対象地域の縮小地図への記録 
　 ・ 撮影係： デジカ メ 、 ポラ ロイ ド カ メ ラ 等 
　 ・ 安全管理： 交通事故防止

まち歩きの注意点

・ 団体行動であるので、 個人の身勝手な 

　 行動は慎む 

　 →グループが分散し てし まう 。  

・ 交通事故、 特にバイク、 自転車等の 

　 接触に気をつける。  

・ 他の歩行者へ配慮する。  

・ 危険・ 注意箇所が個人の所有物の場合、  

　 その場で議論、 撮影はト ラ ブルのも と

!8

まち歩き要領

防災まち歩き 　 風水害・ 地震の場合　

見ると ころ、 風水害・ 土砂災害の観点で 

・ 危険箇所 

・ 防災資源： 災害時に役に立つ所 

・ 避難所、 場所の確認 

・ その他気になっ た所、 不安な所

見ると ころ、 災害がおこっ たと いう 想定で 

・ 老朽建物の状況の確認 

・ 地震時の危険箇所(転倒、 落下、 崩落等) 

・ 防災資源： 災害時に役に立つ所 

・ 避難所、 場所の確認 

・ 道路の幅（ 地震時に閉塞し ないか？）

防災まち歩き 　 地震の場合　

まち歩き結果のまと め　  
◆災害時の危険箇所があり まし たか？ 
　 赤色●シールを貼り 、 内容を付箋紙に記入し まし ょ う 。  

◆不安を感じ る所に黄色●シールを貼り 、 内容を付箋紙に 
    記入し まし ょ う 。  

◆まち歩きし た範囲の地域の印象はどう でし たか？ 

◆課題や改善すべき点があり まし たか？ 

◆そのほか、 気になったこと があり まし たか？ 

※気づきを付箋紙に書いて地図のまわり に貼り まし ょ う 。

!11

得ら れた情報を精査し て、 必要な情報のみ転記する。  

必要に応じ て写真を地図にを貼っ ていく 。

写真の貼り 方　 吹き 出し 型

①崖く ずれ危険(〇〇地

区)

写真
タ イ ト ル　  

○○地区防災マッ プ

啓発情報・ 連絡先 

・ 情報伝達等々
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①崖く ずれ危険(〇〇地

区)

写真

写真の貼り 方　 曼荼羅型

写真は厳選し て貼ってく ださ い

タ イ ト ル　 ○○地区防災マッ プ

啓発情報・ 連絡先・ 情報伝達等々

マッ プの使用目的を定める 

マッ プで何を伝えるのか？ 

　 ・ 避難を支援する？ 

　 ・ 災害対応を支援する？ 

　 ・ 危険箇所・ ハザード を周知する？ 

　 　 事前型啓発目的 

　 　 発災時利用目的

!15

防災マッ プの役割 

啓発周知目的のマッ プの例

防災マッ プの役割 

大雨時の避難支援のマッ プの例

書き と どめよ 、  

考え、 議論し たこ と は 

風の中に吹き 飛ばし ては 

いけない・ ・  

ガリ レオ・ ガリ レイ

(15 64 ～16 42  伊ヴェ ネチア共和国)
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